


その他の抗がん薬では細胞生存率の増加が示された
　本研究によりオゾン水は抗がん薬に対する分解効果を示すがその効果は抗がん薬の構造のみならず添加
剤によっても大きく影響されることが分かったまたオゾン水処理することでむしろ毒性が増加する薬物も
あるため除染剤としてオゾン水を使用する際は対象薬物を限定する必要性が示された 
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Table 1　抗がん薬に対するオゾン水の分解効果および分解混合物の毒性評価

F
Dg Mgy g		yy

fy 	z	 	z y		z

GM ◎ − − ↓↓

5FU ◎ − − ↓

M ◎ − − ↑↑

DD ◎   ↑↑

X ◎ − − ↓↓

 〇 − − ↑↑

IF 〇 −  ↑↑

II 〇 − − ↓↓

DX 〇  − ↓↓

DTX × D D D

TX × D D D
a　◎容易に分解；〇比較的容易に分解；×分解困難．
b　変異原性試験を評価するためにネズミチフス菌（TA98株およびTA100株）を用いた．
　	−両株陰性；TA98のみ陽性；両株陽性．
c　�細胞毒性試験はヒト前骨髄性白血病細胞およびヒト結腸腺がん細胞の生存率により評価した．↓,�ヒト結腸腺がん細胞
のみ生存率が減少；↓↓,�両細胞で生存率が減少;�↑↑両細胞で生存率が増加.�NDデータなし．

【高脂血症薬と酸化マグネシウムの同時簡易懸濁における化学的配合変化の有無】
　嚥下機能が低下した高齢患者は錠剤やカプセル剤以下固形製剤を服用することが困難であるため
多くの病院で簡易懸濁法が用いられている簡易懸濁法は固形製剤を温湯	55℃	に浸漬し室温下で 0 分
間放置し混和することで懸濁液を調製する方法である簡易懸濁法は大半の医薬品に適用可能であるが複
数の医薬品を同時に懸濁した際の化学的配合変化については情報が限られている特に懸濁液の液性の変化
による配合変化が懸念される
　酸化マグネシウム	Mgは緩下剤として頻繁に処方され高齢者で多くみられる慢性便秘に対して最も繁
用される薬物であるそのため便秘を伴う高齢患者が罹患率の高い生活習慣病の薬物と Mg を同時に服用
する機会が多いMg は水に僅かに溶けて塩基性を示しMg	から生成する Mg+	は錯体やキレートを生成
する物性を有するため	Mg と同時に簡易懸濁を行った薬物の化学的安定性を評価する必要があるそこで
本研究では生活習慣病薬のひとつである高脂血症薬と Mg の同時簡易懸濁以下同時懸濁における化
学的配合変化について検討した 9

　高脂血症薬アトルバスタチンシンバスタチンプラバスタチンロスバスタチン
エゼチミブZの各  錠を単独でまたはそれぞれをマグミット  錠Mg	0	g 含有と同時に 55
° の温湯	0	に浸漬し0 分または 5 時間放置して錠剤を崩壊させ懸濁液を調製した懸濁液中の薬物
を完全に溶解させるため懸濁液を多量のアセトニトリルまたはメタノールと混和し得られた溶液を 
で分析した絶対検量線法により溶液中の薬効成分を定量し錠剤の表示量に対する定量値の比回収率を



求めた
　 分析の結果 では同時懸濁の有無に関わらず分解物のピークは観測されなかったが
と Z に関しては同時懸濁により分解物のピークが観測された0 分放置後の懸濁液では および
 の回収率は同時懸濁の有無による有意差は認められなかったが5 時間放置後の懸濁液では のみ同
時懸濁により大幅に回収率が低下した	689	±	68%懸濁液を長時間放置することで が Mg や Mg+

との間で何らかの相互作用を生じたものと考えられるまた と Z については0 分放置後の懸濁液に
おいてそれぞれ約 0%	および約	5%	の分解が観測され時間経過による分解の進行はほぼ認められなかった
これらの薬物は塩基性条件下における懸濁液の処理により分解した可能性があるため同時懸濁液上清およ
び有機溶媒による抽出液を弱酸性陽イオン交換樹脂により中和した後に分析したその結果上記と同程度の
分解が認められ分解は懸濁液の処理ではなく主に同時懸濁によることが示されたまた と Z の分解
物を M 測定と質量分析で解析した結果それぞれシンバスタチン酸とピラン化合物であることが判明した	

Fg	

　以上の検討から と  は Mg と同時に簡易懸濁することが可能であるが は同時懸濁後速やか
な使用が望ましいと考えられるまた と Z に関しては一部分解が生じたためMg と分けて懸濁す
ることが推奨される 

【おわりに】
　本研究では分析化学的見地から調剤業務における臨床疑問の解決に取り組むことによって患者のみなら
ず薬剤師にとっても有益な情報を提供することができた今後新たな臨床疑問に取り組み医療の発展に貢
献していきたいと考えている
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Fig. 1.  SS または EZ と MgO の同時簡易懸濁によって生じる分解生成物
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